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 5年半（64ヶ月）平均の底打ちサイクル
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 ★堤防決壊、ドル円　③　長期的には95年79.75円しか道標が見えない

 　1月末に、堤防決壊的ドル相場と題していくつかドル暴落への危機を書いたのだが、その後さらに
 状況が進み、2月末には「堤防決壊的ドル相場(続）」とも書いた。しかし、今日のドル円相場101円
 割れは、1999年及び2004年の大底ラインを割り込んだのであり、もはや堤防決壊「的」ではなく、
 堤防が決壊「した」というべきだろう。
 　長期波動で見ると、5年半前後の長期底打ちサイクルでドル円相場は推移しており、2004年12月
 底を前回ボトムとすれば、まだ40ヶ月しか経過していない。つまりあと20ヶ月前後の下げ余地があり
 うるという状況と考えられる。
 　ドル円の天井周期を考えれば、本質的には2005年12月天井で終っていた相場。それをＦＸ投資家
 の円売り他通貨買いの動きで延長されたのが07年6月天井。本来ならドル指数に見習ってもっと早く
 下げるべきだったのかもしれない。そうしたツケがあるということは、今後、そのツケを取り戻そうと
 いう「加速」があるかも知れないということだ。既に下値支持線であった101円台は崩されたので、あ
 と残るは1995年の79.75円まで、過去の罫線による支持線は見当たらない。目先、99円とか97円とか
 で反発しても、それはもっと短い周期での戻りであり、本質はこの長期波動で進んでいくのではなか
 ろうか。
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ホームページ及び掲載コンテンツに関するご利用上のご注意

◆このホームページに掲載されているコンテンツの数値情報、画像、文章等については正確であるよう最善を尽くしておりますが、掲載されている情報によっ
て生じるいかなる結果にも責任を負いかねますので予めご了承ください。
　商品先物取引は証拠金によるレバレッジ取引であるため、相場の変動によっては投資額以上の損失が生じることがあります。また、元本が保証されているも
のではありませんので、お取引に際しては、ご資金に余裕を持って、「ご自身の判断」で行なって下さい。弊社の企業情報につきましては、弊社の本・支店また
は日本商品先物取引協会の事務所にて情報開示を行っております。

◆商品先物取引は委託に際して取引証拠金の預託が必要になります。最初に預託する取引本証拠金の額は商品により異なりますが、最高額は、最低取引
単位（1枚）当り最高150,000円、最低13,000円です。但し、実際の取引金額は取引本証拠金の額の10倍から40倍程度という著しく大きな額になります。また取
引証拠金等は、その後の相場変動により追加の預託が必要になることがありますので注意が必要です。但しその額は、商品や相場の変動によって異なり、一
様ではありません。

◆商品先物取引は、相場の変動によって損失が生ずるおそれのある取引です。また、取引本証拠金の額に比べて何十倍もの金額の取引を行うため、その損
失額は預託している取引証拠金等の額を上回ることがありえます。

◆商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。その額は商品によって異なり、キャンペーン期間を除き、通常は最低取引単位（1枚）当り片道税込み
最高11,529円、最低105円です(2008年2月1日時点）。 詳しくは弊社ホームページ内の以下のページをご参照ください。
　オンライントレード　http://www.hoxsin.co.jp/online/commision/index.htm）
　コールセンター取引（http://www.hoxsin.co.jp/call/index.htm）
　コンサルティング対面取引における手数料（http://www.hoxsin.co.jp/facetoface/index.htm）

◆弊社の企業情報につきましては、店頭または日本商品先物取引協会の事務所にて情報開示を行っております。

◆お客様相談窓口

【北辰物産お客様相談窓口　管理部】
東京都中央区日本橋茅場町1-9-2　受付時間　月～金曜日8：30～18：00
フリーダイヤル 0120-102-177
【日本商品先物取引協会   相談センター】
東京都中央区日本橋小網町9-4　TEL 03-3664-6243

北辰物産株式会社
〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町1-9-2 TEL 03-3668-8111（大代表）

【金融商品取引業者登録番号】 関東財務局長（金商）第295号
【商品取引受託業者許可番号】 農林水産省指令17総合第169号、平成17・4・21商第5号
【加入金融商品取引業協会】 社団法人金融先物取引業協会
【加入商品先物取引協会】 日本商品先物取引協会
【その他の加入団体】 日本商品先物振興協会／社団法人日本商品投資販売業協会／委託者保護会員制法人日本商品委託者保護基金

企画制作　北辰物産株式会社オンラインＣＸ事業部　波動展望編集局

HP http://info.hd-station.net/
Mail to yamamotovv@hoxsin.co.jp


